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■
定
期
監
査
及
び
財
政
援
助
団
体

等
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
に
監
査
委
員
が
行

２５

っ
た
　
課
の
定
期
監
査
と
、
財
政

１２

援
助
を
行
っ
て
い
る
１
団
体
に
対

す
る
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

税
法
の
改
正
に
伴
い
、
現
行
の
消

費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
平
成

　
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る

２６こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
関
係
条
文

を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
及
び
道
路
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に
伴
い
、

関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
社
会
教
育
委
員
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
社
会
教
育
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
の
基
準
を
定
め
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
青
少
年
問
題
協
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
青
少
年
問
題
協
議
会
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

協
議
会
の
会
長
の
要
件
基
準
を
定

め
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
生
活
環
境
の
整
備
に
係
る
事
業

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、
本

計
画
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
組
合
の
組
織
団
体
で
あ
る
上
川

中
部
消
防
組
合
及
び
伊
達
・
壮
瞥

学
校
給
食
組
合
が
、
解
散
脱
退
す

る
こ
と
か
ら
、
規
約
の
一
部
を
変

更
し
ま
し
た
。

■
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
事
務
所
移
転
に
伴
い
、
規
約
の

一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

　
中
央
社
宅
２
号
線
道
路
改
良
舗

装
工
事
に
よ
る
道
路
の
完
成
及
び

神
威
地
区
振
興
橋
の
橋
り
ょ
う
長

寿
命
化
計
画
策
定
に
伴
い
、
新
た

に
中
央
社
宅
３
号
線
及
び
神
威
振

興
線
を
市
道
と
し
て
認
定
し
ま
し

た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
補
正
は
、
主
に
年
度
末
の
決
算

見
込
み
に
伴
う
増
減
調
整
を
行
っ

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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第１回定例会
３月１１日から会期１４日間で開催

承
認
さ
れ
た
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

　
平
成
　
年
度
の
事
業
や
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
　
日
か
ら
同
　
日
ま
で
会

２６

１１

２４

期
　
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１４
　
定
例
会
で
は
、
新
年
度
に
お
け
る
市
政
及
び
教
育
行
政
の
執
行
方
針
演
説
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
議
案
　２６

件
、
報
告
２
件
、
意
見
書
案
３
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
事
項
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
執
行
方
針
と
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
本
紙
２

ペ
ー
ジ
か
ら
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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■
歌
志
内
市
議
会
の
議
決
事
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

等
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
　９６

条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件
に
加
え

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
水
道
料
金
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
の
水

道
料
金
が
、
消
費
税
法
及
び
地
方

●
平
成
　
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２６

●
「
歌
志
内
市
定
住
促
進
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

●
一
般
会
計
以
下
６
会
計
の
平
成
　
年
度
補
正

２５

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
算
に
１

億
９
，１
９
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
　
億
３
，７
７
７
万

４７

７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
予
算
を
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
３

事
業
１
，９
１
１
万
６
千
円
の
繰
越

明
許
費
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
増
減
と
繰
越

明
許
費
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

【
歳
　
出
】

▽
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増

 

１
億
５
，０
０
０
万
円

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業

基
金
積
立
金
の
増

 

６
，６
７
０
万
円

▽
平
成
　
年
度
生
活
保
護
費
国
庫

２４

負
担
金
返
還
金
等
の
増

 

１
，３
９
５
万
円

▽
除
雪
委
託
料
の
増

 

１
，１
３
２
万
４
千
円

▽
公
民
館
非
常
用
発
電
機
取
替
の

増
 

１
，３
４
４
万
６
千
円

▽
市
債
償
還
元
金
の
減

 

１
，４
１
４
万
５
千
円

▽
職
員
給
与
費
の
減

 

１
，３
７
６
万
９
千
円

【
歳
　
入
】

▽
普
通
交
付
税
の
増

 

１
億
４
５
５
万
２
千
円

▽
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減

 

１
億
円

▽
前
年
度
繰
越
金
の
増

 

７
，１
７
９
万
２
千
円

▽
中
央
社
宅
２
号
線
道
路
改
良
舗

装
工
事
債
の
増

 

１
，１
５
０
万
円

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業

債
の
増
 
１
億
２
，０
０
０
万
円

【
繰
越
明
許
費
事
業
】

▽
障
害
者
自
立
支
援
給
付
支
払
等

シ
ス
テ
ム
整
備

▽
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備

▽
公
民
館
非
常
用
発
電
機
取
替
工

事
■
同
歌
志
内
市
営
公
共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
に
１
，７
６

５
万
９
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
３
億
６
，５
８
２
万
２
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
営
神
威
岳
観
光
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
購
入
費
の
減

及
び
年
度
末
の
決
算
見
込
み
な
ど

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
４

７
９
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
９
，０
０
２
万
３
千
円
と
し

ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
平
成
　
年
度
空
知
中
部
広
域
連

２４

合
返
還
金
の
確
定
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
に
１
，６
１
３
万
２

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２

億
３
，６
９
０
万
４
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
同
歌
志
内
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
負
担
金
の
確
定
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
３
５
０
万
７

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
８
，

８
３
５
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
を
調
整

し
、
次
の
と
お
り
補
正
し
ま
し
た
。

▼
収
益
的
収
支

　
収
入
は
８
６
８
万
２
千
円
を
増

額
し
て
５
億
９
，４
０
１
万
６
千
円

に
、
支
出
は
３
９
０
万
６
千
円
を

減
額
し
て
６
億
１
，８
８
５
万
８
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
当
年
度
純

損
失
は
、
当
初
予
算
と
比
較
し
て

１
，２
５
１
万
３
千
円
減
少
し
て
２
，

７
２
５
万
１
千
円
に
、
欠
損
金
合

計
は
８
億
６
，６
０
７
万
５
千
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

■
同
歌
志
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　
特
別
交
付
税
の
決
定
に
伴
い
、

歳
入
歳
出
に
１
億
６
，０
１
６
万
６

千
円
追
加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
４８

９
，７
９
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

●議会の動き〈第１回定例会〉
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可
決
さ
れ
た
意
見
書

休
会
中
の
審
査
と
し
て

付
託
・
可
決
さ
れ
た
議
案

特
別
職
の
職
員
及
び
教
育
長
の
給

料
の
縮
減
率
を
圧
縮
し
た
う
え
で
、

当
分
の
間
、
縮
減
措
置
を
延
長
し

よ
う
と
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
職
員
給
与
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
歌
志
内
市
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
、
未
実
施
だ
っ
た
人
事
院
勧
告

の
給
与
制
度
を
実
施
し
、
併
せ
て

関
係
条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

２６

予
算

　
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
全
６
会

計
の
新
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
食
の
安
全
・
安
心
の
確
立
を
求

め
る
意
見
書

 

〈
３
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

２４

　
他
２
件
の
意
見
書
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や

厚
生
労
働
大
臣
な
ど
の
各
関
係
先

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
５
月
号
に
折
り
込
み
予

定
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
以
下
の
議
案
は
、
３
日
間
に
わ

た
る
条
例
・
予
算
等
審
査
特
別
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
　
年
３
月
　
日

２６

１１

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

■
歌
志
内
市
定
住
促
進
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
市
内
へ
の
定
住
を
奨
励
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り

定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
、
も
っ

て
市
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
議
会
の
議
員
報
酬
の
額
並
び
に

（

）
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▽
野
山
に
入
る
前
に

　
事
前
に
市
役
所
な
ど
で
ヒ
グ
マ

の
出
没
状
況
を
確
認
し
て
、
ヒ
グ

マ
の
出
没
状
況
の
あ
る
地
域
や
ヒ

グ
マ
の
出
没
を
知
ら
せ
る
看
板
が

あ
る
場
所
へ
の
立
ち
入
り
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

　
犬
を
連
れ
て
の
立
ち
入
り
は
、

ヒ
グ
マ
を
興
奮
さ
せ
る
こ
と
が
あ

る
た
め
危
険
で
す
。

▽
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
工
夫
を

　
野
山
で
の
単
独
行
動
は
、
人
と

ヒ
グ
マ
の
双
方
で
気
づ
く
の
が
遅

れ
、
危
険
な
状
況
に
な
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
野
山
で
の
単
独
行
動

は
避
け
、
集
団
で
の
行
動
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
鈴
な
ど
の
鳴
り
物
を
携

行
し
た
り
、
見
通
し
の
悪
い
場
所

で
は
笛
を
吹
く
な
ど
し
て
、
人
の

存
在
を
早
め
に
知
ら
せ
る
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

▽
野
山
で
の
飲
食
の
際
に

　
に
お
い
の
強
い
食
料
は
ヒ
グ
マ

を
引
き
寄
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
残
飯
、
空
き
缶
な
ど
の

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

野山に春が訪れ、冬眠から覚めたヒグマが活動する季節になりま　野山に春が訪れ、冬眠から覚めたヒグマが活動する季節になりましし
たた。。
北海道では、ヒグマによる人身事故を未然に防止するため、４月　北海道では、ヒグマによる人身事故を未然に防止するため、４月５５

日（土）～５月６日（火）までを「ヒグマ注意特別期間」と設定し日（土）～５月６日（火）までを「ヒグマ注意特別期間」と設定してて
います。ヒグマとの遭遇を未然に防ぎ、事故に遭わないように、山います。ヒグマとの遭遇を未然に防ぎ、事故に遭わないように、山にに
入るときは次のことに注意しましょう入るときは次のことに注意しましょう。。

〈商工観光グループ 市役所３ 〈商工観光グループ　市役所３階階緯緯４２～３２１５４２～３２１５〉〉

ヒグマ注意特別期ヒグマ注意特別期間間４月５日～５月６日４月５日～５月６日はは

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
らら

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
いい

た
め
た
め
にに

▽
ま
ず
落
ち
着
く

　
慌
て
る
こ
と
は
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
落
ち
着
い
て
状
況
を
判

断
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
走
っ
て
逃

げ
る
と
追
い
か
け
て
く
る
こ
と
が

あ
る
の
で
危
険
で
す
。

▽
ヒ
グ
マ
を
刺
激
し
な
い

　
ヒ
グ
マ
が
こ
ち
ら
に
気
づ
い
て

い
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
静
か
に

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
距
離

が
近
い
場
合
は
、
視
線
を
そ
ら
さ

ず
ゆ
っ
く
り
と
後
退
し
ま
し
ょ
う
。

▽
持
ち
物
を
と
ら
れ
た
ら

　
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
荷
物

を
と
ら
れ
た
場
合
は
、
あ
き
ら
め

そ
の
場
か
ら
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～

３
２
１
５
）

　
野
山
に
ご
み
を
捨
て
た
り
埋
め

た
り
す
る
と
、
ヒ
グ
マ
が
こ
れ
ら

を
食
べ
て
味
を
覚
え
て
し
ま
い
ま

す
。
い
っ
た
ん
味
を
覚
え
た
ヒ
グ

マ
は
、
こ
れ
ら
の
魅
力
的
な
食
物

を
得
る
た
め
、
人
に
対
し
て
危
険

な
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
定
住
の
基
盤
と
な
る
持
ち
家
取
得
な
ど
を
奨
励
す
る
た

め
、
東
光
団
地
に
適
用
し
て
い
た
住
宅
建
設
に
対
す
る
助
成
制
度
を

市
内
全
域
に
適
用
す
る
と
と
も
に
、
中
古
住
宅
の
取
得
に
も
助
成
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

定定定定定定定定定定定定定定定定
住住住住住住住住住住住住住住住住
促促促促促促促促促促促促促促促促
進進進進進進進進進進進進進進進進
をををををををををををををををを
強強強強強強強強強強強強強強強強

定
住
促
進
を
強
化化化化化化化化化化化化化化化化化

～～～～～～～～～～～～～～～～
最最最最最最最最最最最最最最最最
大大大大大大大大大大大大大大大大
３３３３３３３３３３３３３３３３
００００００００００００００００
００００００００００００００００
万万万万万万万万万万万万万万万万
円円円円円円円円円円円円円円円円
のののののののののののののののの
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
励励励励励励励励励励励励励励励励

 ～
最
大
３
０
０
万
円
の
奨
励
金金金金金金金金金金金金金金金金金
をををををををををををををををを
交交交交交交交交交交交交交交交交
付付付付付付付付付付付付付付付付
～～～～～～～～～～～～～～～～

を
交
付
～

奨励金額該　　当　　要　　件区分

１００万円住宅を新築した場合基 本 要 件

新築

１００万円
市内建設業者に発注した
場合または市内建設業者
より購入した場合

加算要件１

５０万円二世帯住宅の場合加算要件２

解体撤去費用（消費税及
び地方消費税に相当する
額（以 下「消 費 税」と い
う。）を除く。）の２分の１
以内（１，０００円未満の端数
切捨て）とし、５０万円を限
度額とする。

市内に所在する住宅を市
内建設業者により解体撤
去した場合

加算要件３

購入費用（消費税を除
く。）の ２ 分 の １ 以 内
（１，０００円未満の端数切捨
て）とし、５０万円を限度額
とする。

中古住宅を購入した場合
（中古住宅は、過去に居
住用として使用されてい
た住宅が対象）

要　　　件
中古
住宅

▲

概　要

※定住促進制度についてくわしくは、庶務企画グループ（市役所
３階緯４２～３２１２）までお問い合わせください。
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■
市
長
部
局

▼
課
長
職

▽
財
政
課
長
（
市
民
課
長
） 
松
  井
 

ま
つ
 
い

 敬
  道
 ▽
市
民
課
長
（
教
育
次
長
）

け
い
 ど
う

 小
  玉
  和
  彦
 ▽
産
業
課
長
（
産
業
課

こ
 
だ
ま
 か
ず
 ひ
こ

主
幹
） 
平
  間
  靖
  人
 

ひ
ら
 
ま
 
や
す
 ひ
と

▼
主
幹
職

▽
市
民
課
主
幹
（
保
健
福
祉
課
主

幹
） 
長
  野
  芳
  智
 ▽
保
健
福
祉
課
主

な
が
 
の
 
よ
し
 と
も

幹
（
市
民
課
主
幹
） 山
  崎
  亨
 ▽
産

や
ま
 ざ
き
 と
お
る

業
課
主
幹
（
会
計
管
理
者
兼
会
計

室
長
） 中
  嶋
  孝
 ▽
会
計
管
理
者
兼

な
か
 じ
ま
 た
か
し

会
計
室
長
（
建
設
課
主
幹
） 
桑
  島
 

く
わ
 じ
ま

 康
  司
 

こ
う
 
じ

▼
主
任
主
査
職

▽
総
務
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
主

任
主
査
（
議
会
事
務
局
主
査
） 
佐
 
さ

 渡
  憲
  博
 ▽
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル

ど
 
の
り
 ひ
ろ

ー
プ
主
任
主
査
（
財
政
課
財
政
管

財
グ
ル
ー
プ
主
査
） 
山
  岸
  康
  治
 ▽

や
ま
 ぎ
し
 こ
う
 
じ

市
民
課
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
主
任

主
査
（
財
政
課
税
務
グ
ル
ー
プ
主

査
） 
武
  田
  尚
  子
 ▽
保
健
福
祉
課
福

た
け
 
だ
 
な
お
 
こ

祉
事
業
グ
ル
ー
プ
主
任
主
査
（
保

健
福
祉
課
福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ
主

査
） 
鈴
  木
  久
  美
  子
 

す
ず
 
き
 
く
 
み
 
こ

▼
主
査
職

▽
総
務
課
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
主

査
（
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル
ー
プ

主
査
） 
伊
  藤
  秀
  俊
 ▽
総
務
課
広
報

い
 
と
う
 ひ
で
 と
し

情
報
グ
ル
ー
プ
主
査
（
総
務
課
広

報
情
報
グ
ル
ー
プ
主
任
） 
高
  橋
  和
 

た
か
 は
し
 か
ず

 亨
 ▽
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル
ー
プ

ゆ
き主

査
（
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル
ー

プ
主
任
） 
石
  川
  章
  子
 ▽
財
政
課
税

い
し
 か
わ
 あ
き
 
こ

務
グ
ル
ー
プ
主
査
（
財
政
課
税
務

グ
ル
ー
プ
主
任
） 
山
  下
  幸
  恵
 ▽
財

や
ま
 し
た
 ゆ
き
 
え

政
課
税
務
グ
ル
ー
プ
主
査
（
市
立

病
院
事
務
局
主
任
） 
鈴
  木
  拓
 ▽
市

す
ず
 
き
 
た
く

民
課
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
主
査

（
市
民
課
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
主

任
） 
小
  川
  愉
  生
 ▽
保
健
福
祉
課
保

お
 
が
わ
 
ゆ
 
う

健
予
防
グ
ル
ー
プ
主
査
（
保
健
福

祉
課
保
健
予
防
グ
ル
ー
プ
主
任
保

健
師
） 蓮
  沼
  純
  子
 ▽
市
立
病
院
事

は
す
 ぬ
ま
 じ
ゅ
ん
 
こ

務
局
主
査
（
教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
主
査
） 
猪
  股
 

い
の
 ま
た

 和
  夫
 

か
ず
 
お

■
議
会
事
務
局

▼
主
査
職

▽
議
会
事
務
局
主
査（
市
民
課
戸
籍

年
金
グ
ル
ー
プ
主
査
） 佐
  藤
  紀
  子
 

さ
 
と
う
 の
り
 
こ

■
教
育
委
員
会
事
務
局

▼
課
長
職

▽
教
育
次
長
（
産
業
課
長
） 佐
  藤
  守
 

さ
 と
う
 ま
も
る

▼
主
査
職

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

グ
ル
ー
プ
主
査
（
市
民
課
保
険
医

療
グ
ル
ー
プ
主
査
） 
安
  楽
  政
  人
 ▽

あ
ん
 ら
く
 ま
さ
 
と

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ
主
査
（
教
育
委
員
会
事
務

局
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
主
任
） 
熊
 

く
ま

 谷
  広
  雪
 

が
い
 ひ
ろ
 ゆ
き

■
監
査
委
員
事
務
局

▼
主
任
主
査
職

▽
監
査
委
員
事
務
局
主
任
主
査

（
監
査
委
員
事
務
局
主
査
） 
沢
  田
 

さ
わ
 
だ

て
る
み

■
消
防
本
部

▼
主
幹
職

▽
消
防
本
部
主
幹
【
警
防
・
救
急

グ
ル
ー
プ
担
当
】（
予
防
・
保
安
グ

ル
ー
プ
担
当
） 齊
  藤
  俊
  司
 ▽
消
防

さ
い
 と
う
 し
ゅ
ん
 
じ

本
部
主
幹
【
予
防
・
保
安
グ
ル
ー

プ
担
当
】（
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ

担
当
） 
菊
  地
  浩
  昭
 

き
く
 
ち
 
ひ
ろ
 あ
き

▼
主
任
主
査
職

▽
総
務
・
消
防
団
グ
ル
ー
プ
主
任

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

主
査
（
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ
主

任
主
査
） 
神
  邦
  広
 ▽
警
防
・
救
急

じ
ん
 く
に
 ひ
ろ

グ
ル
ー
プ
主
任
主
査
（
総
務
・
消

防
団
グ
ル
ー
プ
主
任
主
査
） 
堀
  川
 

ほ
り
 か
わ

 俊
  勝
 

と
し
 か
つ

■
派
遣
職
員

▼
主
査
職

▽
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
（
総
務
課
広
報
情
報
グ

ル
ー
プ
主
査
） 
蓮
  沼
  修
  司
 

は
す
 ぬ
ま
 し
ゅ
う
 
じ

■
平
成
　
年
４
月
１
日
付
新
規
採

２６

用
者

▽
 佐
  藤
  貞
  子
 （
市
立
病
院
薬
局

さ
 
と
う
 て
い
 
こ

長
）
▽
 平
  沼
  達
  也
 （
総
務
課
広
報

ひ
ら
 ぬ
ま
 た
つ
 
や

情
報
グ
ル
ー
プ
主
事
）
▽
 石
  井
  勝
 

い
し
 
い
 
か
つ

 也
 （
財
政
課
財
政
管
財
グ
ル
ー
プ

や主
事
）
▽
 山
  本
  慶
  二
  郎
 （
市
民
課

や
ま
 も
と
 け
い
 
じ
 
ろ
う

保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
主
事
）
▽
 野
 
の

 口
  絢
  華
 （
保
健
福
祉
課
保
健
予
防

ぐ
ち
 あ
や
 
か

グ
ル
ー
プ
保
健
師
）
▽
 秋
  元
  智
  史
 

あ
き
 も
と
 さ
と
 
し

（
建
設
課
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
技

師
）
▽
 田
  村
  恵
  一
 （
産
業
課
商
工

た
 
む
ら
 け
い
 い
ち

観
光
グ
ル
ー
プ
主
事
）
▽
 市
  原
  優
 

い
ち
 は
ら
 ゆ
う

 人
 （
消
防
本
部
警
防
・
救
急
グ
ル

とー
プ
担
当
）

■
平
成
　
年
３
月
　
日
付
退
職
者

２６

３１

▽
 山
  川
  裕
  正
 （
総
務
課
付
課
長
・

や
ま
 か
わ
 ひ
ろ
 ま
さ

歌
志
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
派

遣
）
▽
 森
  脇
  正
  志
 （
財
政
課
長
）

も
り
 わ
き
 ま
さ
 
し

▽
 森
  脇
  寸
  子
 （
保
健
福
祉
課
主
幹

も
り
 わ
き
 ち
か
 
こ

兼
保
健
予
防
グ
ル
ー
プ
主
査
事
務

取
扱
）
▽
 沼
  田
  秀
  穂
 （
市
立
病
院

ぬ
ま
 
た
 
ひ
で
 
お

事
務
局
主
幹
）
▽
 廣
  瀬
  義
  治
 （
消

ひ
ろ
 
せ
 
よ
し
 は
る

防
本
部
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ
主

査
）
▽
 紺
  野
  香
  織
 （
保
健
福
祉
課

こ
ん
 
の
 
か
 
お
り

福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ
主
事
）
▽
 千
 
ち

 葉
  智
  文
 （
市
立
病
院
看
護
部
准
看

ば
 
ち
 
ふ
み

護
師
）
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平
成

年
４
月
１
日

平
成
　
年
４
月
１
日
付付
　

歌
志
内
市
職
員
人
事
異

歌
志
内
市
職
員
人
事
異
動動

２６２６

市
臨
時
職
員
募
集

▼
職
　
種
　
事
務
補
助
員

▼
募
集
人
数
　
１
人

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
自
力
に
よ
り

通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な

し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
。

▼
勤
務
時
間
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

１７

▼
賃
金
　
日
額
５
，６
４
０
円

▼
勤
務
日
数
　
月
　
日
程
度
　
　

２０

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
）

▼
採
用
試
験
　
応
募
締
め
切
り
後

に
面
接
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
締
切
　
４
月
　
日
（
火
）

１５

▼
採
用
予
定
日
　
５
月
１
日（
木
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
企

画
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯

４
２
～
３
２
１
２
）




